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バス・路面電車「高知城前」で下車・徒歩3～5分
高知県人権啓発センター

人権啓発マスコットキャラクター

ここるん

2022

高知県立人権啓発センター 6階ホール 

14:00－16:00日
※受付13:30～

高知県立人権啓発センター

2.20
※定員に達した場合は、受付を締め切る場合がございますのでご了承ください。

●

●申込方法
電話・FAX・Eメールなどで、氏名、参加人数、
代表者の連絡先（日中に連絡の取れる電話番号、
メールアドレスなど）をお知らせください。

（公財）高知県人権啓発センター
〒780-0870  高知市本町4丁目1-37
TEL: 088-821-4681　FAX: 088-821-4440
E-MAIL: center@kochi-jinken.or.jp
月～金  8:30~17:15（年末年始、祝祭日を除く）

●申込・問合せ先

令和3年度人権啓発研修
第4回ハートフルセミナー

参加費無料｜定員120名（予約優先）

母、87歳、認知症。
父、95歳、初めての家事。

カメラを向けて初めて気づいた。
両親がお互いを思い合っているということ。

広島県呉市。この街で生まれ育った「私」（監督・信友直子）は、ドキュメンタリー制作に携わるテレビディレクター。18歳で大学進学のために
上京して以来、40年近く東京暮らしを続けている。結婚もせず仕事に没頭するひとり娘を、両親は遠くから静かに見守っている。
そんな「私」に45歳の時、乳がんが見つかる。めそめそしてばかりの娘を、ユーモアたっぷりの愛情で支える母。母の助けで人生最大の危機を
乗り越えた「私」は、父と母の記録を撮り始める。だが、ファインダーを通し、「私」は少しずつ母の変化に気づき始めた…。

●ひとり娘：信友直子（監督・撮影・語り）
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ドキュメンタリー映画

令和元年度
文化庁映画賞

文化記録映画大賞

広島県呉市。泣きながら撮った1200日の記録


